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座間市地下水保全基本計画 中間検証 

 序章 

 計画概要 

本市では、平成14年度に「座間市地下水保全基本計画」（以下、「旧基本計

画」と表記します。）を策定し、地下水保全を推進してきました。旧基本計画

策定時に見られたテトラクロロエチレン等の地下水質の課題については、概

ね地下水環境基準を達成する状況にまで回復してきました。  

一方、平成26年7月に水循環基本法が施行され、平成27年7月には「水循

環基本計画」が閣議決定されました。水循環基本計画では、持続可能な地下水

の保全と利用の推進を図るため、『地域の実情に応じた地下水マネジメント』

に取り組むことが示されています。本市は、旧基本計画を策定し地下水マネジ

メントに取り組んできましたが、今後は、水循環基本法の理念に基づき地下水

保全のみならず、地下水と地表水を一体的にとらえ、水循環の健全化を意識し

た取り組みが必要です。  

また、地下水に影響を及ぼしうる大規模な地下構造物の建設事業や大量に

地下水を採取する事業などの動向については、本市域のみならずその周辺に

まで視野を広げ、慎重に対応する必要があります。  

このような近年の本市の地下水をとりまく状況の変化に対応するため、平

成28年3月に「座間市地下水保全基本計画」（以下、「本基本計画」と表記しま

す。）の改定を行いました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-1 座間市地下水保全基本計画  
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 地下水保全の基本方針 

改定後の本基本計画においては、本市の地下水を将来に向けて保全すると

ともに、現在の本市の地下水環境をとりまく課題を解決するために、基本理念

を下記のとおり定めました。  

 

 
 

 

また、地下水保全を進めるために、『地下水量の保全』、『地下水質の保全』、

『水環境の保全』、『保全活動の推進』の4つの基本方針に基づき、施策を実施

しています。基本方針に基づく取り組み方針を、表 1-1に示します。  

 

表 1-1 今後の地下水保全に関する取り組み方針 

基本方針 取り組み方針 

地下水量の保全※ 

積極的な地下水かん養を行うとともに、地下水位及

び水量の適切な管理により、地下水量を保全しま

す。 

地下水質の保全 

継続的に地下水・湧水の水質調査を行うとともに、

有害物質の使用などについて届出を求めることで、

地下水質を保全します。 

水環境の保全 

重点的かん養推進区域の再設定に加え、斜面緑地の

保全、湧水周辺の水辺環境を保全することで、人と

地下水のかかわりを維持します。 

保全活動の推進 

広報等を積極的に行うとともに、県、近隣自治体と

の連携、リニア中央新幹線の建設に伴う地下水への

影響を監視するなど、地下水保全活動を推進しま

す。 

※雨水を地下水にかん養させて、地下水採取量を適切に管理し、地下水位の低

下を防ぎ、湧水の量を保全することを総じて、「地下水量の保全」といいま

す。   
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座間市地下水保全基本計画 中間検証 

 

 取り組み方針と事業内容 

本市の水環境を保全し、市を取り巻く課題を解決するために、基本理念『人と

地下水のかかわりを将来へ』を踏まえて、今後の地下水保全に関する取り組み方

針と事業内容を以下のとおり掲げます。  

 

 地下水量の保全 
 

◆ 積極的な地下水かん養を行うとともに、地下水量を適切に管理し

ます。  

 

 

◆ 積極的に地下水のかん養に努めます。  

◆ 目標採取量の設定により、適切な地下水量を確保します。  

◆ 目標地下水位の設定により、適切な地下水量を確保します。  

◆ 地下水位及び湧水量を観測することにより地下水保全を図りま

す。  

◆ 水収支解析により、地下水量の管理を推進します。  

 

 

 地下水質の保全 
 

◆ 継続的に地下水・湧水の水質調査を行い、地下水質を保全します。 

 

事業内容   

◆ 継続的に地下水・湧水の水質分析を行うことで、安心安全な地下

水を確保します。  

 

 

  

事 業 内 容 

取り組み方針 

事 業 内 容 

取り組み方針 
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 水環境の保全 
 

◆ 重点的かん養推進区域の設定に加え、斜面緑地の保全、湧水周辺

の水辺環境を保全することで、人と地下水のかかわりを維持しま

す。  

 

 

◆ 重点的かん養推進区域を再設定します。  

◆ 斜面緑地を保全します。  

◆ 湧水を中心とした憩いの場を保全します。  

 

 

 保全活動の推進 
 

◆ 広報等を積極的に行うとともに、県、近隣自治体との連携、リニ

ア中央新幹線建設に伴う地下水への影響を監視するなど、地下水

保全活動を推進します。  

 

 

◆ ホームページ等を利用し、積極的に広報活動を行います。  

◆ 地下水位、水量及び水質等の結果を公開することで、地下水への

理解を深めます。  

◆ 公共施設を保全活動の中心と位置付け、積極的な情報発信に努め

ます。  

◆ 「地下水保全連絡協議会」や「地下水採取審査委員会」を今後も

継続して開催し、地下水保全に努めます。  

◆ 県、近隣自治体との連携を強めます。  

◆ リニア中央新幹線などの大規模地下構造物建設事業に対し、監視

活動を行います。  

取り組み方針 

事 業 内 容 

取り組み方針 

事 業 内 容 
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 本基本計画の計画期間及び中間検証について  

本基本計画が対象とする期間は、図 1-2に示すとおり、策定時点では平成

28年度から平成37年度（令和7年度）までの10年間とし、5年後に検証する

予定としておりました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-2 本基本計画の計画期間（当初予定） 

 

しかし、平成２９年度から令和３年度に掛けて実施された地下水総合調査

事業の結果を反映させるため、図 1-3に示すとおり、本基本計画の中間検証は

策定から７年後の令和４年度に実施することとなりました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-3 本基本計画の計画期間（見直し） 

 

 本基本計画の対象範囲について 

本基本計画が対象とする範囲は、本市全域とします。ただし、水循環の検討

については、相模原台地全体を対象範囲とします。  

  

人と地下水のかかわりを将来へ  

平成 28 年度  平成 37 年度  

5 年後に検証  

人と地下水のかかわりを将来へ  

平成 28 年度  令和 7 年度  

7 年後に検証  
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 施策に対する中間検証 

 地下水量の保全 

 積極的な地下水かん養 

1) 目標 

 

 

雨水浸透施設の設置を積極的に推進します。持続的に効果を発揮させる

ため、清掃を推進します。  

 

2) 施策 

地下水を効果的にかん養するためには、地域特性に合わせてかん養策を

進める必要があります。  

相模原台地では、市街地での雨水浸透施設の設置を推進し、緑化に努めま

す。座間丘陵、河岸段丘地域では、緑地の保全、宅地等での雨水浸透施設の

設置を推進します。また、沖積低地では、水源かん養に重要な役割を担う水

田等の農地の保全、宅地等での雨水浸透施設の設置を推進します。  

地下水をより効果的にかん養するため、雨水浸透施設の種類についても、

適宜見直しを行います。  

 

■相模原台地のかん養策  

相模原台地は、都市化が進行し、住宅、工場、商業施設が集積した市

街地となっています。  

◆ 雨水浸透施設の設置を推進します。  

◆ 市街地の緑化に努めます。  

  

雨水浸透施設の設置と清掃の推進 
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■座間丘陵・河岸段丘地域のかん養策  

座間丘陵・河岸段丘地域は､キャンプ座間、県立座間谷戸山公園などが

緑地として保全されている一方、開発による都市化が急速に進行してい

ます。  

◆ 周辺環境と調和のとれた緑化に努めます。  

◆ 雨水浸透施設の設置を推進します。  

 

 

■沖積低地のかん養策  

沖積低地は､農地が広がっており、一部に低層住宅地があります。 

◆ 農業施策を中心として、水田、畑などの保全に努めます。  

◆ 水田地帯は非常に重要な水源かん養域であることから、環境共生

を図りながら、かん養機能の保全を推進します。  

◆ 雨水浸透施設の設置を推進します。  

 

 

■水源保護地域行為届  

◆ 「座間市の地下水を保全する条例」第26条に基づき、水源保護

に影響を及ぼす恐れがある行為の届出を求めます。  

 

 

■雨水浸透施設の清掃促進  

雨水浸透ますの浸透能試験により、清掃が雨水の浸透において重要な

ことが把握できました。  

◆ 雨水浸透ますの清掃が雨水の浸透能力の回復に大きな効果があ

ることを広報し、清掃を促します。  
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座間市地下水保全基本計画 中間検証 

3) 中間検証 

■相模原台地、座間丘陵・河岸段丘地域、沖積低地のかん養策  

広報や市ホームページにおいて雨水浸透施設等助成制度の周知を行うと

ともに、市主催のイベントや住宅展示場等にて雨水浸透施設等助成制度の

リーフレット配布（図 2-1参照）や、雨水浸透施設の展示（図 2-2参照）等

を実施しました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1 雨水浸透施設等助成制度のリーフレット  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2 雨水浸透施設の展示状況  
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また、ＮＰＯ法人と協働し、相模が丘仲よし小道の維持管理を行うととも

に、生け垣設置奨励金制度の周知及び開発等事業指導要綱に基づく緑化指

導を行いました。  

 

重点的かん養推進区域及びその他地域における雨水浸透施設等設置事業

補助金交付実績は表 2-1のとおりです。  

 

表 2-1 地域別の雨水浸透施設等設置事業補助金交付実績  

年度 H28 H29 H30 R1 R2 R3 

相模原台地 5 2 2 3 3 1 

座間丘陵・河岸段丘地域 2 0 0 2 2 1 

沖積低地 2 2 0 1 1 2 

計 9 4 2 6 6 4 
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■水源保護地域行為届  

広報や市ホームページにおいて、水源保護地域行為届について周知を行

いました。市ホームページにおける水源保護地域行為届の紹介は図 2-3の

とおりです。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3 水源保護地域行為届の紹介（座間市ホームページ）  
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■雨水浸透施設の清掃促進  

広報や市ホームページにおいて、雨水浸透ますの清掃が雨水の浸透能力

の回復に大きな効果があることを広報し、清掃を促しました。市ホームペー

ジにおける雨水浸透ますの清掃の案内は図 2-4のとおりです。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-4 雨水浸透ますの清掃について（座間市ホームページ）  
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 目標採取量による適切な地下水量の確保  

1) 目標 

 

 

目標採取量は、「平成21年度地下水総合調査」（平成22年3月）を基に下

記のとおり設定し、地下水を管理します（用語集参照）。  

 

2) 施策 

相模原台地、座間丘陵、河岸段丘及び沖積低地における地下水の目標採取

量は、「平成21年度地下水総合調査」（平成22年3月）において、現状の採

取量や将来予測から設定しました。  

 

表 2-2 地下水の目標採取量 

（単位：m3/日） 

 区分 揚水計画 合計 

相模原台地 

座間丘陵 

河岸段丘 

水道事業者※ 25,100 

34,700 
地下水採取事業者 

9,600 キャンプ座間 

余裕分 

沖積低地 

水道事業者※ 11,300 

12,100 地下水採取事業者 
800 

余裕分 

※給水義務を考慮し、安定供給に影響を及ぼす場合と配水区域を変更する

必要がある場合は除きます。 

 

◆ 目標採取量  

相模原台地、座間丘陵、河岸段丘：34,700m3/日 

沖積低地  ：12,100m3/日 

◆ 地下水採取量報告を基に、目標採取量の達成状況を確認します。  

  

目標採取量による地下水管理 
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3) 中間検証 

「座間市の地下水を保全する条例」第20条に基づき、地下水採取事業者

から年2回の地下水採取量報告を受け、採取量の経年変化を把握しました。

整理した地下水の採取量の推移は図 2-5のとおりです。  

その結果、すべての地域・区分において地下水採取は継続して目標を達成

しました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-5 地下水の採取量の推移 
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 目標地下水位による適切な地下水量の確保 

1) 目標 

 

 

目標地下水位を「平成21年度地下水総合調査委託」（平成22年3月）を基

に下記のとおり設定し、地下水位の監視を行います。  

 

2) 施策 

地下水位の監視の基準となる目標地下水位は、「平成21年度地下水総合調

査」（平成22年3月）において、市営水道の主要水源の取水への影響を考慮

して設定しました。  

 

◆ 目標地下水位（深井戸 A1号井）  

注意水位（第一段階）：  GL-20.5m※  

警戒水位（第二段階）：  GL-21.5m 

※井戸のある地点の地面から地下水面までの深さが20.5メートルである

ことを示します。 

 

 

  

目標地下水位の監視 
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座間市地下水保全基本計画 中間検証 

3) 中間検証 

「地下水位常時観測事業」及び「座間市地下水総合調査事業委託」におい

て、地下水位を観測しました。基準水位を設定した深井戸 A1号井における

地下水位の推移は図 2-6のとおりです。  

その結果、深井戸 A1号井の目標地下水位は、注意水位（第一段階）、警

戒水位（第二段階）を下回りませんでした。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-6 深井戸 A1号井における地下水位の推移 
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(m
m)

地
下
水
位
（

GL
-m
）

地下水位(深井戸A1号井) 注意水位 警戒水位 日降水量（座間市役所）

注意水位：GL-20.5m

警戒水位：GL-21.5m

※

※計測器の故障により欠測
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座間市地下水保全基本計画 中間検証 

 地下水位及び湧水量の観測による地下水保全 

1) 目標 

 

 

地下水位の観測に加え、湧水量の観測も行うことで、安定的な水量確保を

目指します。  

 

2) 施策 

地下水位の観測は地下水量の保全の基礎となることから、観測を行いま

す。また、湧水保全のためには湧水量の把握が重要であることから、湧水量

についても観測を行います。  

■地下水位・湧水量の監視  

地下水・湧水量保全のため、地下水位観測網を整備します。市内全域を網

羅する適切な観測点を設定し、市内の地下水の実態を把握します。  

◆ 適切な井戸を選定し、地下水位を観測します。  

◆ 湧水量の観測を行い、湧水量の変動を監視します。  

■地下水利用量の把握  

◆ 「座間市の地下水を保全する条例」第20条に基づき、地下水採

取事業者から年2回の地下水採取量報告を受け、採取量の経年変

化を把握します。  

■異常渇水時における施策  

◆ 異常渇水等の緊急の場合においては、「座間市の地下水を保全す

る条例」第22条に基づき、地下水採取事業者に可能な限りの地

下水採取量の削減を要請します。  

  

地下水位と湧水量の観測 
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座間市地下水保全基本計画 中間検証 

3) 中間検証 

■地下水位・湧水量の監視  

「地下水位常時観測事業」及び「座間市地下水総合調査事業委託」におい

て、地下水位を観測しました。観測した地下水位データは図 2-6のとおりで

した。「座間市地下水総合調査事業委託」における地下水位連続調査の概要

は図 2-7のとおりです。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-7 地下水位連続調査 

（座間市地下水総合調査事業概要 令和4年3月）  
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座間市地下水保全基本計画 中間検証 

 

また、「座間市地下水総合調査事業委託」において、湧水位及び湧水量の

変動を監視しました。「座間市地下水総合調査事業委託」における湧水位連

続調査・湧水量連続調査の概要は図 2-8のとおりです。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-8 湧水位連続調査・湧水量連続調査 

（座間市地下水総合調査事業概要 令和4年3月）  
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座間市地下水保全基本計画 中間検証 

■地下水利用量の把握  

「座間市の地下水を保全する条例」第20条に基づき、地下水採取事業者

から年2回の地下水採取量報告を受け、採取量の経年変化を把握しました。

報告をもとに整理した地下水採取量の経年変化は図 2-5のとおりです。  

 

■異常渇水時における施策  

異常渇水等の緊急の場合とならなかったため、「座間市の地下水を保全す

る条例」第22条に基づき、地下水採取事業者に地下水採取量の削減要請を

行うことはありませんでした。  
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座間市地下水保全基本計画 中間検証 

 水収支解析による地下水量の管理 

1) 目標 

 

 

三次元解析モデルを使用して水収支解析を行い、市内の水収支を把握し

ます。  

 

2) 施策 

水収支解析を行うことにより、市全体の地下水かん養量、地下水流入量、

地下水流出量等が可視化され、地下水量の状況を把握することができます。

水収支解析の結果を活用し、目標採取量、目標水位、施策の見直しを行いま

す。  

 

◆ 三次元解析モデルを活用して、水収支解析を行います。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-9 水収支解析イメージ  

地下水量の状況把握 

水収支項目の数値は平成24年の水収支です。 
※座間市外への地下水流出量は、市内の地下水湧出量を

含みます。 
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座間市地下水保全基本計画 中間検証 

3) 中間検証 

「座間市地下水総合調査事業委託」において水収支解析を実施し、目標採

取量、目標水位、施策の検証を行いました。「座間市地下水総合調査事業委

託」における水収支検討結果の概要は図 2-10のとおりです。  

その結果、過去の水収支解析と大きな差異は無かったため、引き続き同等

の目標採取量、目標水位、施策で運用することとしました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-10 水収支検討結果 

（座間市地下水総合調査事業概要 令和4年3月）  
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座間市地下水保全基本計画 中間検証 

 

 地下水質の保全 

 

 継続的な地下水・湧水の水質調査による地下水質の確保 

1) 目標 

 

 

本市では、地下水を水道の主水源としており、農業用水等としても利用さ

れていることから、地下水質の保全を図る必要があります。  

 

2) 施策 

地下水・湧水の水質を保全するために、有害物質の適正管理を推進し、地

下水汚染を未然に防止する必要があります。また、地下水・湧水の水質の現

状を把握するために、モニタリングが必要です。  

 

■有害物質の適正な管理の推進  

◆ 「座間市の地下水を保全する条例」第7条に基づき、有害物質使

用事業場で使用されている有害物質の種類、使用方法、保管方法

などに関する届出を求めます。  

◆ 「座間市の地下水を保全する条例」第9条に基づき、有害物質使

用事業場で使用されている有害物質の使用量の報告を求めます。 

 

■地下水・湧水の水質調査  

◆ 継続的な水質調査を実施します。  

◆ 調査は、市内全域を対象に実施します。  

  

基準超過のない地下水・湧水の確保 
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座間市地下水保全基本計画 中間検証 

3) 中間検証 

■有害物質の適正な管理の推進  

「座間市の地下水を保全する条例」第7条に基づき、有害物質使用事業場

設置の届出を求めた結果、各年度で表 2-3に示す件数の届出がありました。

各年度の基準日における有害物質使用事業場数については表 2-4に示すと

おりです。  

 

表 2-3 有害物質使用事業場設置の届出件数 

年度 H28 H29 H30 R1 R2 R3 

届出件数 1 1 0 1 1 1 

 

表 2-4 有害物質使用事業場数 

年度 H28 H29 H30 R1 R2 R3 

事業場数 44 44 37 35 35 32 

※基準日 各年度3月31日  

 

「座間市の地下水を保全する条例」第9条に基づき、有害物質使用事業場

で使用されている有害物質の使用量の報告を求めた結果、各年度で表 2-5

に示す件数の届出がありました。  

 

表 2-5 有害物質の使用量の届出件数 

年度 H28 H29 H30 R1 R2 R3 

届出件数 43 41 39 34 34 32 
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座間市地下水保全基本計画 中間検証 

■地下水・湧水の水質調査  

「地下水・湧水中の有害物質分析及びダイオキシン類実態調査委託」にお

いて、水質汚濁防止法の有害物質を対象とした地下水・湧水の水質調査を実

施しました。調査地点は表 2-6のとおりです。  

なお、この調査において環境基準超過は確認されませんでした。  

 

表 2-6 地下水・湧水中の有害物質分析 

調査物質：水質汚濁防止法有害物質 全28種 

年度 調査地点 

H28 相模が丘六丁目、小松原二丁目、ひばりが丘四丁目 

H29 栗原、南栗原四丁目、広野台一丁目 

H30 入谷一丁目①、入谷一丁目②、入谷五丁目  

R1 相模が丘六丁目、広野台一丁目、入谷一丁目 

R2 栗原、入谷西二丁目、小松原二丁目 

R3 南栗原四丁目、ひばりが丘四丁目、入谷西四丁目  

 

「地下水・湧水中の有害物質分析及びダイオキシン類実態調査委託」にお

いて、有機塩素系化合物を対象とした地下水・湧水の水質調査を実施しまし

た。調査地点は表 2-7のとおりです。  

なお、この調査において１か所の調査地点で平成28年度にテトラクロロ

エチレンの環境基準超過が見られました。その後は環境基準超過は確認さ

れませんでした。  

 

表 2-7 地下水・湧水中の有機塩素系化合物分析 

調査物質：トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン 

年度 調査地点 

H28 
地下水：栗原、広野台一丁目 

湧水：入谷一丁目①、入谷一丁目②、入谷五丁目、南栗原四丁目 

H29 
地下水：相模が丘六丁目、小松原二丁目、ひばりが丘四丁目 

湧水：入谷一丁目①、入谷一丁目②、入谷五丁目 

H30 

地下水：栗原、広野台一丁目、ひばりが丘四丁目、小松原二丁目、

相模が丘六丁目 

湧水：南栗原四丁目 

R1 
地下水：小松原二丁目、ひばりが丘四丁目、栗原  

湧水：入谷一丁目、入谷五丁目、南栗原四丁目 

R2 
地下水：広野台一丁目、相模が丘六丁目、ひばりが丘四丁目  

湧水：入谷西二丁目、入谷西四丁目、南栗原四丁目  

R3 
地下水：栗原、小松原二丁目、相模が丘六丁目、広野台一丁目  

湧水：入谷西二丁目①、入谷西二丁目② 
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座間市地下水保全基本計画 中間検証 

 

「地下水汚染監視調査委託」において、有機塩素系化合物等を対象とした

地下水の水質調査を実施しました。調査地点は表 2-8のとおりです。  

なお、この調査において１か所の調査地点で平成28年度及び平成29年度

にテトラクロロエチレンの環境基準超過が見られました。その後は環境基

準超過は確認されませんでした。  

 

表 2-8 地下水汚染監視調査 

調査物質： トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン、 

  1,1,1-トリクロロエタン、硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 

年度 調査地点 

H28 相模が丘二丁目、相模が丘五丁目、広野台一丁目、相武台一丁目 

H29 相模が丘二丁目、相模が丘五丁目、広野台一丁目、相武台一丁目 

H30 相模が丘二丁目、相模が丘五丁目、広野台一丁目、相武台一丁目 

R1 相模が丘二丁目、相模が丘四丁目、相模が丘五丁目、広野台一丁目 

R2 相模が丘二丁目、相模が丘四丁目、相模が丘五丁目、広野台一丁目 

R3 相模が丘二丁目、相模が丘四丁目、相模が丘五丁目、広野台一丁目 
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座間市地下水保全基本計画 中間検証 

 水環境の保全 

 

 重点的かん養推進区域の再設定 

1) 目標 

 

 

湧水量を確保するためには、効果的なかん養が重要です。そのため、現在

の重点的かん養推進区域を見直す必要があります。  

 

2) 施策 

相模原台地、河岸段丘地域に重点的かん養推進区域を設定し湧水保全を

図ってきましたが、本市の地形の特徴を踏まえた重点的かん養推進区域を

再設定することで、より効果的に湧水の保全を図ります。  

◆ 湧水量の確保のため、重点的かん養推進区域を拡張します。  

◆ 重点的かん養推進区域は、相模原台地と座間丘陵、河岸段丘地域

に設定します。  

  

湧水量の確保 
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座間市地下水保全基本計画 中間検証 

3) 中間検証 

施策のとおり相模原台地と座間丘陵、河岸段丘地域に重点的かん養推進

区域を設定して雨水浸透ますの助成金額を優遇する等、効果的に湧水の保

全を図りました。座間丘陵、河岸段丘地域それぞれにおける重点的かん養推

進区域の設定状況は図 2-11のとおりです。  

重点的かん養推進区域及びその他地域における雨水浸透施設等設置事業

補助金交付実績は表 2-9のとおりです。  

 

表 2-9 重点的かん養推進区域及びその他区域における 

雨水浸透施設等設置事業補助金交付実績  

年度 H28 H29 H30 R1 R2 R3 

重点的かん養推進区域 5 0 1 3 3 1 

その他 4 4 1 3 3 3 

計 9 4 2 6 6 4 
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座間市地下水保全基本計画 中間検証 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-11 重点的かん養推進区域  
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座間市地下水保全基本計画 中間検証 

 斜面緑地の保全 

1) 目標 

 

 

斜面緑地は湧水の重要なかん養域となっているため、斜面緑地の保全に

努めます。  

 

2) 施策 

本市の地形の特徴として、河岸段丘や目久尻川沿いなどの斜面に連続す

る緑が残されています。斜面緑地は、湧水の重要なかん養域です。本市では、

河岸段丘の斜面緑地を特別緑地保全地区に指定し、保全しています。その他

の斜面緑地についても、保全に努めます。  

◆ 河岸段丘の斜面緑地を特別緑地保全地区に指定し、保全していま

す。  

◆ 斜面緑地の保全に努めます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-12 座間市の緑被現況図「座間市緑の基本計画」(平成25年3月）  

湧水のかん養域となる斜面緑地の保全 

 

緑被現況図凡例 
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座間市地下水保全基本計画 中間検証 

3) 中間検証 

令和４年度現在、10.3ha の土地を特別緑地保全地区に指定しており、斜

面緑地の保全活動として指定奨励金を交付しました。  

また、伐採・剪定等による維持管理を行うことで、斜面緑地を保全しまし

た。  
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座間市地下水保全基本計画 中間検証 

 湧水を中心とした憩いの場の保全 

1) 目標 

 

 

本市の特徴である湧水は、市内の多くの場所で確認できます。これらは市

の財産であり、市民が地下水（湧水）とつながりを持てる場の一つとなりま

す。  

 

2) 施策 

本市に点在する湧水は、憩いの場となっています。例えば芹沢
せりざわ

川に湧き出

す湧水は、芹沢川の上流部の護岸から湧き出す湧水で、現在の芹沢川の源と

なっています。このような貴重な湧水やその周辺の水辺環境の保全に努め

ます。  

 

◆ 湧水周辺の環境保全に努めます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-13 芹沢川に湧き出す湧水の状況  

湧水を取り巻く水辺環境の保全 
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座間市地下水保全基本計画 中間検証 

3) 中間検証 

湧水周辺の環境保全活動として、以下の活動を実施しています。  

・  水辺環境教室の開催  

・  湧水ツアーの開催  

・  地下水保全連絡協議会委員アンケートの実施 

 

湧水ツアーの開催風景は図 2-14のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-14 湧水ツアーの開催風景  
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座間市地下水保全基本計画 中間検証 

 保全活動の推進 

 

 積極的な広報活動 

1) 目標 

 

 

市ホームページでは、図表等を活用して調査結果などを分かりやすく公

開し、市民・事業者の関心を高め、地下水保全に対する意識の向上を図りま

す。なお、広報活動は、ホームページだけでなく、公共施設も情報発信の場

として活用します。  

 

2) 施策 

■ホームページ等を利用した積極的な広報活動  

ホームページや広報ざまなどを利用した積極的な発信、地下水・湧水に関

するイベントを実施するなど、市民・事業者の関心を高め、地下水保全に対

する意識の向上を図ります。特に、本基本計画や『座間市の地下水を保全す

る条例』などの認知度などを高めるために、これらの情報発信を積極的に行

います。  

◆ 市ホームページなどを利用し情報発信を積極的に行います。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-15 市のホームページの例（平成 28 年度時点）  

市民・事業者の地下水への理解の促進 
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座間市地下水保全基本計画 中間検証 

■地下水位、湧水量及び水質等の調査結果を公開することによる 

地下水への理解の促進  

地下水位、湧水量及び水質等の調査結果を積極的に公開します。公開の方

法としては、ホームページなどに加え、公共施設も活用します。  

 

◆ 調査結果を積極的に公開し、市民・事業者の意識の向上を図ります。 

 

 

■保全活動・情報発信の中心的な位置づけとする公共施設  

市の公共施設は、市民が集まる場所となっています。インターネットを市

民全員が利用できるとは限らないため、公共施設を保全活動・情報の発信の

場として利用します。  

 

◆ 地下水保全に関する啓発活動を実施します。  

◆ 公共施設で、地下水保全に関する情報を発信します。  

  



 

35 

 

座間市地下水保全基本計画 中間検証 

3) 中間検証 

■ホームページ等を利用した積極的な広報活動  

市ホームページにおいて、以下の情報を配信しています（令和4年度時点）。 

 

・  地下水採取審査委員会  （2022年11月25日  更新）  

・  市内の有機フッ素化合物 (PFOS・PFOA）分析結果  （2022年11月4日  登録）  

・  PFOS および PFOA への対応  （2022年11月4日  更新）  

・  湧水ツアー～目久尻川周辺の湧水散策～を実施  （2022年10月17日  更新）  

・  地下水保全連絡協議会  （2022年9月28日  更新）  

・  座間市地下水総合調査事業  概要  （2022年3月31日  登録）  

・  飲用井戸を利用する皆さんへ  （2021年7月2日  更新）  

・  水質事故防止にご協力を  （2021年6月22日  登録）  

・  リニア中央新幹線建設に係る本市の地下水への影響  （2021年5月14日  登録） 

・  座間市地下水保全基本計画  （2021年5月14日  更新）  

・  貯水槽水道の衛生管理  （2020年5月1日  更新）  

・  雨水浸透マスの清掃にご協力を  （2017年1月5日  登録）  

・  ＤＶＤ「座間の宝  湧水の秘密」の貸し出し  （2016年4月1日  更新）  

・  湧水ざまップ  （2016年3月17日  登録）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-16 市のホームページの例（令和4年度時点）  
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座間市地下水保全基本計画 中間検証 

■地下水位、湧水量及び水質等の調査結果を公開することによる  

 地下水への理解の促進  

「座間市環境基本計画  年次報告書」において、地下水位、湧水量及び水

質等の調査結果を公開しました。座間市環境基本計画年次報告書の抜粋は

図 2-17のとおりです。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-17 座間市環境基本計画年次報告書（抜粋） 
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座間市地下水保全基本計画 中間検証 

■保全活動・情報発信の中心的な位置づけとする公共施設  

公共施設において雨水浸透施設等助成制度のリーフレット配布（図 2-18

参照）や、雨水浸透施設の展示（図 2-19参照）等を実施しました。また、

湧水ツアーの開催、水辺環境教室の開催などを庁内モニターで発信しまし

た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-18 雨水浸透施設等助成制度のリーフレット（再掲）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-19 雨水浸透施設の展示状況（再掲）  
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座間市地下水保全基本計画 中間検証 

 地下水保全連絡協議会 

1) 目標 

 

 

市民・事業者との相互理解により地下水保全を進めるため、「地下水保全

連絡協議会」を開催します。  

2) 施策 

「地下水保全連絡協議会」は、地下水の保全その他関連する事項について

協議することを目的に設置しています。本協議会を開催することにより、市

民・事業者の意見を十分に本市の地下水保全施策に反映します。  

◆ 「座間市の地下水を保全する条例」第31条に基づき、地下水保

全に関する重要事項を協議します。  

 

3) 中間検証 

地下水保全連絡協議会を開催し、「座間市の地下水を保全する条例」第31

条に基づき、地下水保全に関する重要事項を協議しました。  

各年度の開催状況は表 2-10のとおりです。  

 

表 2-10 地下水保全連絡協議会の開催回数 

年度 H28 H29 H30 R1 R2 R3 

開催回数 3 3 2 2 2 2 

 

  

市民・事業者との協働による地下水保全 
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座間市地下水保全基本計画 中間検証 

 地下水採取審査委員会 

1) 目標 

 

 

地下水量の保全のため、地下水採取量等に関する審査を行う必要がある

ことから、「地下水採取審査委員会」を開催します。  

2) 施策  

「地下水採取審査委員会」は、地下水採取量等に関する事項について審査

することを目的に設置しています。本委員会を開催することにより、地下水

採取等による地下水への影響を専門的見地から評価し、必要に応じて指導

します。  

◆ 地下水採取量等に関する事項について審査します。  

 

 

3) 中間検証 

地下水採取審査委員会を開催し、地下水採取量等に関する事項について

審査しました。  

各年度の開催状況は表 2-11のとおりです。  

 

表 2-11 地下水採取審査委員会の開催回数 

年度 H28 H29 H30 R1 R2 R3 

開催回数 1 1 1 0 0 2 

 

  

地下水採取量等に関する審査 
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座間市地下水保全基本計画 中間検証 

 県・近隣自治体との連携強化 

1) 目標 

 

 

本市の地下水は、市内だけでなく近隣自治体から流動してきます。また、

本市の地下水は近隣自治体へ流動していきます。水循環基本計画で示され

るとおり、地下水マネジメントを行うためには、近隣自治体との連携が不可

欠です。そのため、県、近隣自治体と情報の共有を密にして地下水保全を進

める必要があります。  

 

2) 施策 

相模原台地の関連自治体で、地下水質の監視を目的に情報の共有を行っ

ています。今後も、地下水マネジメントを念頭において県、近隣自治体と連

携を図ります。  

 

◆ 地下水質、地下水位などの情報を共有し、『健全な水循環系の構

築』に向けて県、近隣自治体と連携を図ります。  

 

3) 中間検証 

県央地域地下水保全ブロック会議を開催し、『健全な水循環系の構築』に

向けて県、近隣自治体と連携を図りました。  

各年度の開催状況は表 2-12のとおりです。  

 

表 2-12 県央地域地下水保全ブロック会議の実施状況 

年度 H28 H29 H30 R1 R2 R3 

開催回数 1 1 1 1 1 1 

 

  

県・近隣自治体と連携した地下水マネジメント 
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座間市地下水保全基本計画 中間検証 

 大規模地下構造物建設事業に対する監視活動 

1) 目標 

 

 

リニア中央新幹線などの大規模地下構造物建設事業が、本市の地下水に

影響を及ぼす可能性について、不安の声が上がっています。そのため、監視

を強化し、市民・事業者の不安を払拭します。  

 

2) 施策 

リニア中央新幹線などの大規模地下構造物建設事業を実施する場合は、

「環境影響評価法」に基づき、環境影響評価が行われます。今回のリニア中

央新幹線においても環境影響評価が実施され、地下水の水位への影響は小

さいと予測されました。本市の意見、要望書に対する東海旅客鉄道（株）の

回答文書には、事業による地下水への影響は地下駅のごく近傍に留まると

予測・評価しており、計画路線から約10km 離れた本市への影響はないと

考えていること、継続的にモニタリングを実施すること、モニタリング結果

を公表することが示されました。  

しかし、市民からの不安の声も多いことから、今後も監視活動を行います。 

 

◆ 地下水採取審査委員会でリニア中央新幹線の建設工事の施工中や

施工後の地下水位等を審査します。  

◆ リニア中央新幹線の建設工事の施工中や施工後の地下水位等を観

測します。  

◆ リニア中央新幹線の事業者に十分な観測を行うよう要望します。  

◆ その他の大規模地下構造物構築事業が計画された場合は、必要に

応じて資料の提供を求めます。  
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座間市地下水保全基本計画 中間検証 

3) 中間検証 

リニア中央新幹線の施工に関して大きな動きがある際や工事の進捗毎に

は、事業者である JR 東海より説明を受けることになっています。  

リニア中央新幹線などの大規模地下構造物建設事業の工事に当たっては、

引き続き事業者に十分な地下水位等の観測を行うよう要望するとともに、

その他の大規模地下構造物構築事業が計画された場合は、必要に応じて資

料の提供を求めます。  

 

また、市では水循環基本法の理念を考慮し、地下水・地表水を一体的に検

討することができる『三次元水循環解析モデル』を構築しております。この

モデルを用いて、「座間市地下水総合調査事業委託」において市が今後直面

するあらゆるシナリオを想定した水循環解析を実施し、その中でリニア中

央新幹線供用後の座間市における地下水変動の検証を行いました。「座間市

地下水総合調査事業委託」における水循環解析結果（リニア供用後のシナリ

オ）の概要は図 2-20のとおりです。  

その結果、リニア中央新幹線事業の駅部の周辺で若干の変化はあるもの

の、地下水流動に変化は無く、座間市内への影響は無いと評価しました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-20 水循環解析結果（リニア供用後のシナリオ） 

（座間市地下水総合調査事業概要 令和4年3月）  
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 まとめ 

 中間検証の総括 

平成28年度から運用しておりました本基本計画に関して、令和４年度に

中間検証を実施しました。検証結果を以下に総括します。  

 

 地下水量の保全 
広報により雨水浸透施設の設置を推進するとともに、地下水採取量や地

下水位、湧水量等を把握し、地下水量の適切な管理を行いました。地下水採

取量並びに地下水位は、本基本計画で定めている目標採取量、目標地下水位

を満足することを確認しました。  

 

 地下水質の保全 
市条例に基づき有害物質使用事業場における有害物質の適正な管理を行

うとともに、地下水・湧水の水質分析を実施して地下水質の適切な管理を行

いました。調査の中で平成28年度、29年度に一部の調査地点において特定

有害物質の環境基準超過が見られましたが、その後の継続調査では環境基

準超過は確認されませんでした。  

なお、本基本計画期間中の新たな情勢として、座間市内の地下水で有機フ

ッ素化合物が検出されたことに伴い、今後は地下水採取審査委員会等の有

識者の意見を参考に地下水保全施策を推進します。  

 

 水環境の保全 
重点的かん養区域を拡張し湧水の保全を図るとともに、特別緑地保全地

区の指定により斜面緑地の保全活動の支援等を行いました。  

 

 保全活動の推進 
市ホームページ等を利用して地下水・湧水に関する情報発信を行うとと

もに、「座間市環境基本計画  年次報告書」において、地下水位、湧水量及

び水質等の調査結果を公開する等、積極的な情報公開を行いました。  

「地下水保全連絡協議会」や「地下水採取審査委員会」を定期的に開催し、

地下水保全に関する協議・審査を行いました。   
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座間市地下水保全基本計画 中間検証 

 

 

 

 今後の取り組み方針 

本基本計画の中間検証を踏まえ、令和5年度以降も引き続き、基本理念「人と

地下水のかかわりを将来へ」に基づき本市の地下水を将来に向けて保全するとと

もに、現在の本市の地下水環境をとりまく課題を解決するために、これらの事業

内容を実行していきます。  

 

 地下水量の保全 
 

◆ 積極的に地下水のかん養に努めます。  

◆ 目標採取量の設定により、適切な地下水量を確保します。  

◆ 目標地下水位の設定により、適切な地下水量を確保します。  

◆ 地下水位及び湧水量を観測することにより地下水保全を図りま

す。  

◆ 水収支解析により、地下水量の管理を推進します。  

 

 

 地下水質の保全 
 

◆ 継続的に地下水・湧水の水質分析を行うことで、安心安全な地下

水を確保します。  

 

 

 水環境の保全 
 

◆ 重点的かん養推進区域を再設定します。  

◆ 斜面緑地を保全します。  

◆ 湧水を中心とした憩いの場を保全します。  

 

  

今後の事業内容 

今後の事業内容 

今後の事業内容 
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 保全活動の推進 
 

◆ ホームページ等を利用し、積極的に広報活動を行います。  

◆ 地下水位、水量及び水質等の結果を公開することで、地下水への

理解を深めます。  

◆ 公共施設を保全活動の中心と位置付け、積極的な情報発信に努め

ます。  

◆ 「地下水保全連絡協議会」や「地下水採取審査委員会」を今後も

継続して開催し、地下水保全に努めます。  

◆ 県、近隣自治体との連携を強めます。  

◆ リニア中央新幹線などの大規模地下構造物建設事業に対し、監視

活動を行います。  

 

 

今後の事業内容 


